
運動器リハビリテーション 
目的：	

基本的動作能力の回復等を通して、実用的な日常生活における諸活動の自立を図るために、種々
の運動療法、実用歩行訓練、日常生活活動訓練、物理療法、応用的動作能力、社会的適応能力の
回復等を図ります 

運動器リハビリテーションの対象疾患：	

ア　急性発症した運動器疾患又はその手術後の患者：上・下肢の複合損傷(骨、筋・腱・靭帯、神
経、血管のうち3種類以上の複合損傷)、脊椎損傷による四肢麻痺(1肢以上)、体幹・上・下肢の外
傷・骨折、切断・離断(義肢)、運動器の悪性腫瘍等のものをいう。 

イ　慢性の運動器疾患により、一定程度以上の運動機能の低下及び日常生活能力の低下を来して
いる患者とは、関節の変性疾患、関節の炎症性疾患、熱傷瘢痕による関節拘縮、運動器不安定	

症等のもの 


